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（様式２－１）

国立大学法人　愛知教育大学

（単位:百万円）

区　分 予算額 決算額
差　額

(決算－予算)
備　考

収入

　運営費交付金 4,736 5,028 292 (注１)

　　うち補正予算による追加 - 282 282

　施設整備費補助金 853 1,668 815 (注２)

　　うち補正予算による追加 - 815 815

  補助金等収入 440 727 287 (注３)

　自己収入 2,247 2,029 △ 218

　　授業料、入学料及び検定料収入 2,157 1,929 △ 228 (注４)

　　雑収入 90 100 10 (注５)

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 133 129 △ 4 (注６)

　引当金取崩額 0 0 0

　目的積立金取崩 66 65 △ 1 (注７)

計 8,475 9,646 1,171

支出

　業務費 7,353 6,918 △ 435

　　教育研究経費 7,353 6,918 △ 435 (注８)

　施設整備費 853 853 0

　補助金等 126 118 △ 8 (注９)

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 133 107 △ 26 (注１０)

　長期借入金償還金 10 10 0

計 8,475 8,006 △ 469

収入－支出 - 1,640 1,640

○予算と決算の差異について

 (注１０) 　　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、翌年度への繰越等により、予算額に比して
　　　　　決算額が26百万円少額となっています。

 (注７)　 目的積立金取崩については、予算段階では予定していなかった計画の変更があったため、予算額に
　　　　比して決算額が1百万円少額となっています。

 (注９) 　補助金等については、不用額が発生したこと等により、決算額が8百万円少額となっています。

 (注８)　 教育研究経費については、一部事業が翌年度に繰越となったこと等により、予算額に比して決算額が
　　　　435百万円少額となっています。
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 (注２）  施設整備費補助金については、予算段階では予定していなかった交付等により、予算額に比して
　　　　決算額が815百万円多額となっています。

 (注６)　 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受託事業等収入及び科学研究費補助金間接経費
　　　　収入の減少により、予算額に比して決算額が4百万円少額となっています。

 (注１)　 運営費交付金については、予算段階では予定していなかった交付、事業の繰越等により、予算額に
　　　　比して決算額が292百万円多額となっています。

 (注４）  授業料、入学料及び検定料収入については、授業料及び入学料収入として見込んでいた金額のうち、
　　　　一部が授業料等減免費交付金として交付された等により、予算額に比して決算額が228百万円少額
　　　　となっています。

 (注５)　 雑収入については、主として受取利息及び情報開示請求手数料等が多額であったことにより、
　　　　予算額に比して決算額が10百万円多額となっています。

 (注３）  補助金等収入については、予算段階では予定していなかった交付等により、予算額に比して
　　　　決算額が287百万円多額となっています。なお、補助金等収入には授業料等減免費交付金が
　　　　506百万円含まれており、本補助金は授業料等免除に使用しております。


